
保管および取扱上の注意

使用上の注意
１）重度の動脈血行障害やうっ血性心不全、有痛性青股腫、化膿性静脈炎の方は、症状を
　 悪化させるおそれがありますので、絶対に使用しないでください。
２）次の方は、ご使用前に必ず医師にご相談ください。（症状の悪化や合併症を起こすお
　それがあるため）
　 ・ 高血圧や動脈硬化症など、心臓・肺・血管の疾患で治療を受けている方
　 ・ 糖尿病で治療を受けている方
　 ・ 使用部位に炎症や化膿、疼痛を伴う皮膚疾患、創傷のある方
　 ・ 使用部位に神経障害や知覚障害がある方
　 ・ 急性期の静脈血栓症の方
　 ・ 極端に腕や脚が細い方
３）過度に強く引っ張って巻かないでください。過剰な圧迫による血行障害や神経障害
　 につながるおそれがあります。
４）他の包帯類や弾性ストッキング等組み合わせた場合、適用部位への圧迫が、本品単
　 体での使用時とは異なる場合があります。本品以外のものと組み合わせて使用する
　 場合は、必ず医師または看護師の指導を受け、その指導内容に従いご使用ください。

５）本品（包帯）は時間とともに少しずつ緩むことがあります。定期的な確認の上で巻き
　 直しを行ってください。ずり落ちたり緩んだりした状態では十分な圧迫固定が出来て
　 いない可能性があります。また、部分的に過剰な圧迫がかかるおそれがあります。
６）本品は綿でできています。過敏症のある方は使用しないでください。
７）使用中または使用後に、痛みやしびれ、発赤や発疹、かゆみなどの症状が現れた場合
　 は使用を直ちに中止し、医師にご相談ください。
８）使用前に必ずほつれなどの破損がないことを確認してください。ほつれや汚れが激し
　 い場合は新しい本品と交換してください。
９）本品をハサミでカットすると断端がほつれやすくなります。ほつれが激しくなった場合
　 には新しい本品と交換してください。
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エラスコット®・テンションガイド
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種類 規格（サイズ） 1函入数 メーカー希望小売価格（税抜き）商品コードNo.

TG 3
TG 4

19411
19412

6巻
6巻

￥4,800
￥5,400

￥800
￥900

  75mm×6.75m
100mm×6.75m

１）水濡れに注意し、直射日光および高温多湿を避けて、保管してください。
２）本品は綿製です。廃棄する場合は各自治体の分別方法に従ってください。
３）本品は強撚糸（糸の撚り）によって伸縮性を持たせているため、商品により若干の
　 伸縮性や風合いが異なることがありますが、機能には影響ありませんのでご安心く
　 ださい。

TG 3
TG 4

１巻当たりの価格（税抜き）

429-0115

東京都墨田区錦糸1-2-1アルカセントラル19階〒130-0013
TEL.03-5611-7800（代表）FAX.03-5611-7825
www.alcare.co.jp

●本カタログの内容は2015年1月現在のものです。
●商品の仕様、デザインおよび価格は、改良や経済状況の変動などにより予告なく変更することがあります。
●本カタログに掲載の写真は、実際の色とは多少異なる場合がありますので、ご了承ください。

お問い合わせ ： コールセンター
土・日・祝日を除く
午前 9：00～午後 5：00フリーダイヤル 0120-770-863
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知識・経験を問わず、適切な圧迫固定が行える
C&Gバンデージ《エラスコットⓇ・テンションガイド》。

誰でも容易に、段階的な圧迫を実現
包帯による圧迫固定は、長年医療の現場で医療従事者の高い技術で実施されています。

しかし、一定のテンション（引っ張りの強さ）で均一に包帯を巻くためには

知識と経験が不可欠であり、圧迫固定の均一化が課題になっていました。

この課題解決に貢献するのが、《エラスコット・テンションガイド》です。

圧迫固定で実績のある弾力包帯「エラスコット」に、三角形のガイドをプラス。

包帯を巻く際のテンションを可視化することで、誰でも容易に適切な圧迫固定が可能になります。

■足首部における圧迫圧の誤差試験

三角形のガイドにより、均一なテンションで巻くことができ
ます。これにより必要以上に強く巻いてしまうことがなく、
足首から大腿部に向けて周径が大きくなっていく下肢に
対して段階的に圧迫圧を減少させるC&G（Compres-
sion & Gradation）を、誰でも容易に実現可能です。

使用者による圧迫圧のバラツキを軽減
圧迫固定の均一化への効果は、自
社の試験結果で証明されています。
エラスコット・テンションガイドと、
ガイド無しのエラスコットを用い
て、複数名で圧迫固定を行う試験
を実施。さらに、エラスコット・テン
ションガイドの固定を経験後、再度
ガイド無しで固定を行った結果、
目標とした圧迫圧からの誤差が最
も少ないのが、エラスコット・テン
ションガイドとなりました。

平均値圧迫圧（mmHg）

■足型への巻き上げ試験結果（足首周径値21cm）

腓腹筋
（ふくらはぎ） 
26.8mmHg
腓腹筋筋腱移行部
（B1部） 
28.1mmHg
足首
31.4mmHg

足首から
ふくらはぎに向けて
段階的に圧迫

平均値が
目標の圧迫圧に最も近く
バラツキも少ない

「適切な巻き加減」を可視化する三角形（ガイド）
三角形の太い２辺（aとb）の長さを揃えるように引っ張って巻くことで、均一なテンションで包帯固定が行えます。

aとbの長さを揃える

a

b

a

b

「巻き重ね」の目印としても利用可能
1/2巻き重ね 2/3巻き重ね

【三角形の理由】
下の5つの図形で「見やすさ」「狙った長さとの
誤差」を検証し、最も見やすく誤差も少ない三角
形を採用。また、包帯を巻く際に斜めに引っ張っ
ても、違和感のない形状です。

三角形の半分を覆うよう に
巻き重ねる

三角形の天地に沿って 巻き
重ねる
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ガイド無しのエラスコットを
巻いた時の誤差

エラスコット・テンションガイドを
巻いた時の誤差

2 の後にガイド無しの
エラスコットを巻いた時の誤差

エラスコット・テンションガイドは、SSI※において、
ショートストレッチバンデージに近い効果を確認
しています。

※SSI：Static Stiffness Indexの略。「立位時と臥位時の圧迫圧の差」を
　測定し、圧迫材料のカウンタープレッシャーの強さを評価する指標と
　なっている。

下肢の筋ポンプ作用をサポート ■各種バンデージのSSI試験
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ショートストレッチ
バンデージ

ロングストレッチ
バンデージ

ロングストレッチ
バンデージの
3倍以上のSSI

※n=10の平均値

エラスコット・
テンションガイド

写真はイメージです。




